




















































































































































2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
4,016 3,851 3,814 3,940 3,990
周術期口腔機能管理実施率
全身麻酔
　件数
＜周術期口腔機能管理のメリット＞
①事前にう蝕（虫歯）や動揺歯の処置を行う
ことで、気管挿管の安全性が増す。
②誤嚥性肺炎や創部感染などのリスクを軽減
できる。
③術後の口内炎などの口腔疾患の発症リスク
が低下する。
④早い段階で口から食事ができるようになる。
周術期管理チームの概要
手術日決定 入院日 手術日
看護師
患者の全身状態の把握・手術に対する不安などを傾聴
薬剤師
術前薬剤鑑別
管理栄養士
栄養指導
麻酔科医
全身麻酔術前診察
言語聴覚士・理学療法士など
術前リハビリテーション
歯科医師・衛生士
周術期口腔ケア（オーラルマネジメントシステム）
現在は、消化器外科、呼吸器外科、整形外科、耳鼻咽喉科など合計10の診療科が利用しています。
